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なった即時負荷症例の検討. 第 12 回 日本顎顔面インプラント学会学術大会 

(東京，2008 年 12 月 6-7 日 2-C-6，口演) 

 

18) 平田泰久, 金田祥弘, 松原正和, 高木慎, 石田展久, 椋代達典: 口腔内に

露出した複雑性歯牙腫の 1 例. 第 56 回 NPO 法人日本口腔科学会 中国・四国地

方部会（鳥取, 2008 年 11 月 28 日, , 口演） 

 

19) 松原正和, 山近英樹, 水川展吉, 植野高章, 金田祥弘, 白数信明, 高木

慎: ラット脂肪由来幹細胞による骨形成能の評価. 第 53回日本口腔外科学会総

会（徳島, 2008 年 10 月 20 日, 1-P-130, 示説） 

 

20) 山近英樹, 松原正和, 金田祥弘, 白数信明, 太田晃子, 水川展吉, 植野高

章: 固定化 rhBMP-2による骨形成に関する研究. 第 53回日本口腔外科学会総会

（徳島, 2008 年 10 月 21 日, 2-D-1-2, 口演） 

 



21) 水川展吉, 冨永進, 木股敬裕, 山近英樹, 山田庸介, 木村卓爾, 金田祥弘, 

西川悟郎, 山中玲子, 植野高章, 竹内哲男, 有地秀裕, 武田斉子, 高木慎: 口

腔を含む頭頸部癌における耳鼻科、形成外科、口腔外科 3 科合同手術 診療科

の枠をこえた医科歯科連携コラボレーション. 第 29 回岡山歯学会総会・学術集

会（岡山, 2008 年 11 月 24 日, 2-1, 口演） 

 

22) 水川展吉, 佐々木朗, 鳩本清美, 吉岡徳枝, 金田祥弘, 塚本剛一, 松原正

和, 目瀬浩, 澤木聖子, 岸本晃治, 山近英樹, 志茂剛, 植野高章, 椋代達典, 

山本大介, 武田斉子, 高木慎: 岡山県下の前癌病変を含む口腔癌検診 岡山県

歯科医師会とのコラボレーション. 第 29 回岡山歯学会総会・学術集会（岡山, 

2008 年 11 月 24 日, 2-2, 口演） 

 

23) 水川展吉, 冨永進, 木股敬裕, 小野田友男, 野宮重信, 杉山成史, 山近英

樹, 山田庸介, 木村卓爾, 竹内哲男, 金田祥弘, 植野高章, 高木慎: 下顎再建

症例における耳鼻科、形成外科、口腔外科 3 科合同手術 インクジェット法に

よる術前プレート屈曲法. 第 32 回 日本頭頸部癌学会 (東京, 2008 年 6 月 12

日, P-059, 示説) 

 

24) 杉山成史, 徳山英二郎, 長谷川健二郎, 木股敬裕, 野宮重信, 小野田友男, 

冨永進, 水川展吉: 筋膜つり上げを用いた顎関節再建の経験. 第 32回 日本頭

頸部癌学会 (東京, 2008 年 6 月 12 日, P-061, 示説) 

 

 

特別講演 

国内シンポジウム 

１）植野高章 日本口腔外科学会総会 臨床教育講演 

若手臨床医のためのミニレクチャー講演 最新の骨造成術のコツ 

第 53 回日本口腔外科学会総会（徳島）2008 年 10 月 20,21 日 

 

２）植野高章 招待講演 

歯科インプラント治療のための組織生物学的顎骨診断法の開発と応用。 

第 7回国際バイオフォーラム（大学・国立研究所による研究成果発表） 



2008 年 7 月 2、3、4日 東京  

 

 

平成 20 年（2008 年）-学位授与- 

1) 井村英人: ダイオキシンによるマウス口蓋裂の発生機序に関する形態学的

及び免疫組織学的研究-口蓋突起癒合後の口蓋発生について- 

 

2) 佐藤晃子: 骨粗鬆症モデルマウスにおける 1.4dihydroxy-naphthoic acid 

(DHNA)の骨吸収抑制効果についての研究 

 

3) 杉井明日香: カオス理論を用いた健常者および口蓋裂患者の発話音声分析

の試みについて 

 

 

平成 20 年（2008 年）-文部科学省科学研究費補助金- 

1) 菅原利夫, 山田朋弘, 平田あずみ, 三島克章, 松村達志, 植野高章: 萌芽

研究 “口蓋裂発生の機序解明の新展開−口蓋突起癒合時の上皮索基底膜の動態

からの研究−” 課題番号 20659314 

 

2) 高木慎, 永井教之, 長塚仁, 水川展吉, 玉村亮, 岸本悦央: 基盤研究（C） 

“新規コーティング材による歯科チタンインプラント骨結合能の三次元解析” 

課題番号 20592200 

 

3) 山田朋弘, 三島克章, 平田あずみ, 松村達志, 森谷徳文: 基盤研究（C） 

“口蓋癒合後の解離による口蓋裂発症メカニズムの解析” 課題番号 

20592332 

 

4) 松村達志, 平田あずみ, 三島克章, 山田朋弘, 森谷徳文: 基盤研究（C） 

“パールカンーＳＨＨ相互作用を介した細胞外環境による歯根形態形成制御機

構の解明” 課題番号 20592333 

 

5)森谷徳文: 若手研究（スタートアップ） “再生骨の立体構造制御における



血管新生因子動態の解明と新規関連遺伝子の同定” 課題番号 20890137 

 

 

—その他 補助金— 

1) 植野高章、山田朋弘：学長裁量経費：研究プロジェクト“再生歯学研究のた

めの若手研究者養成プログラム” 

 

2) Takaaki Ueno,  Azumi Hirata,  Mari Wakimoto, Tara L. Aghaloo, Peter K. 

Moy: The histological evaluation of the efficacy of the Straumann Bone 

Ceramic in Human socket augmentation. International Grant of Straumann 

Company. (Switzerland, Bazel)  

3) 澤木聖子 2008 年 大学院 GPスカラーシップ“BMP-2 を用いた骨再生研究” 

4) 白数信明 2008 年  大学院 GP海外研究交流プログラム 

5) 脇本真理 2008‐9年 大学院 GP国際研究プロジェクト 

6）植野高章  平成 19 年度 文部科学省国際研究拠点開発経費 “顎骨再生

医療における生物学的組織診断法の確立” 

 

 

平成 20 年（2008 年） 

—医局セミナー— 

第 24回口腔外科再建系セミナー  

即時咬合再建における All of 4 syatem の有効性（講師:白鳥清人） 

平成 20年 4月 23 日 参加者 150 名(担当指導医:植野高章) 

 

第 25 回口腔外科再建系セミナー  

インプラント治療の過去から未来（講師：白鳥清人、植野高章） 

平成 20年 4月 25 日 参加者 100 名(担当指導医：植野高章) 

 

第 26 回 口腔外科（再建系）セミナー 

メンブレンを使用したＧＢＲとインプラント治療（講師：中島康先生） 

平成 20年 7月 31 日（木） 参加者 50 名(担当指導医：植野高章) 

 



第 27回 口腔外科（再建系）セミナー 

インプラント治療の長期ゴールを目指して（講師：土屋浩昭先生） 

平成 20年 8月 13 日（水）参加者 30名 (担当指導医：植野高章) 

 

＊“院内スタッフとともに学ぶ最新のインプラント治療”（ハンズオン実習）5

月 18 日 高松ハンズオン実習 30 名 参加者 50名（指導医：植野高章） 

 

第 28 回口腔外科再建系セミナー 平成 20年 10 月 6日 

1)β-TCP の顎顔面骨再生への応用臨床結果報告 植野高章／太田晃子 

2)β-TCP の顎顔面骨への応用と展開 オリンパステルモバイオマテリアル（株） 

  講師：井上晃 岡山大学歯学部４階 第一示説室 

 

第 29 回口腔外科再建系セミナー 平成 20年 11 月 6日 

顎顔面領域再建への歯科・口腔外科の取り組み 坪井陽一先生 岡山大学歯学

部４階 第一示説室 

第 30 回口腔外科再建系セミナー平成 20年 12月 1日 歯科研修医のための明日

から役立つ口腔の縫合 口腔外科外来 講師：三島克章、山田朋弘、松村達志 

 

第 31 回口腔外科再建系セミナー ノーベルガイドシステム 講師：鳥居雅子 

岡山大学歯学部４階 第一持説室 平成 21 年 1月 19 日 

 

第 32 回口腔外科再建系セミナー コンピュータナビゲーションシステム 講

師：瀧川拓郎 株式会社 IGS 口腔外科外来 平成 21年 1月 25 日 

 

第 33 回口腔外科再建系セミナー ノーベルガイドシステム 講師：鳥居雅子 

口腔外科外来 平成 21 年 2月 5日 

 

 

 


